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[序] これまでに我々は、座標変換せずにポッケルス係数を測定できる交差係数測定法を提案し、LiNbO3

結晶サンプル端面の法線方向と結晶軸方向が一致する単純な構成で、交差係数 r51 を精密に測定した。
1) この測定法では電界の２乗に比例する動的位相差を計測するため、位相差にはポッケルス効果のみ

ならずカー効果も含まれる。そこで今回、最も複雑な結晶構造をもつ三斜晶系点群 1 について２つの

効果を併せた動的位相差を解析し、様々な結晶点群におけるポッケルス効果による誘起屈折率⊿nP と

カー効果による誘起屈折率⊿nKの比から、結晶対称性と⊿nK/⊿nPの関係を明らかにしたので報告する。 
[解析] Fig. 1 に示す点群１の xi軸方向に電界 Eiを加え、xj軸方向にレーザ光を伝搬させるとき、屈折率

楕円体は、次式で与えられる。 
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ここで、ni は屈折率、rijk はポッケルス係数、Rijkl は電界に

カップリングしたカー係数である。この固有値方程式を解

けば、Ei
2 成分により誘起される屈折率比⊿nK/⊿nP を得る。 

( )( )
( ) ( )22

33

2 ikikkiiii

iiiiikkiik

P

K

rrr

RnRnk,in

n
n

+−

−
=

∆
∆

  (2)    ( ) ( )
( ) ( )332

334

kiki

ik

nnnn

nn
k,in

+

−
=    (3) 

真空誘電率ε0、比誘電率εij、分極にカ      
ップリングした平均的カー係数 g=gijklを 
用いると、式(2)は次式に変換される。      Table 1  ⊿nK/⊿nP of typical electrooptic crystals 
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式(4)は、以下の知見を根拠にした。 
(a)ポッケルス係数が物質によって大きく

変化するのに対し、カー係数はどの物質

でも類似の値を示す。2) 
(b)これまでに報告された 140 種類の結 

晶の中で、符号の異なるカー係数をもつ 
物質は、点群 m3m の構造をもつ立方晶系の

BaTiO3と K(Nb0.35Ta0.65)O3 だけである。それ以外は、同一符号あるいは符号不明のどちらかである。2) 

[結果] 等軸晶系の 23 から単斜晶系 2 までの 14 種の点群に式(5)を当てはめて⊿nK/⊿nP を求めた。

Ggg=0.1m4/C4 として求めた結果の一部を Table 1 に示す。これより、(1) 結晶の対称性が高いほど、カ

ー効果の影響は小さい。(2)等軸性結晶は、カー効果の影響を受けない。(3)1 軸性結晶では r6iがカー効

果の影響を受けない。最も影響されるのは r4iである。(3)2 軸性結晶では、屈折率差 ni-njが小さいほど、

rijkへのカー効果の影響が小さくなる。 
1)滝沢國治,原口康史, 金蓮花, 鈴木誠一, Optics & Photonics Japan 2012, 23pB6. 
2) K. -H. Hellwege, LANDOLT BÖRNSTEIN, New Series, Group III, Vol.11, (Springer-Verlag New York 1979).  
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0.0009 
0.072 
0.053 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

30a-A2-7

03-020


